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Three texts ’In the Law of Three Seals showing 




「三印怯＃l!J(I<otmai Tra Sam Duang) 11ζは． アユタヤ王朝jの統治総聞を，具｛本的な地
：臼表と共1ζ5Rすテキストカf，すくなくとも 3Hl矧合まれている．
アユタヤ王•:VJの統治形態は＇ ~i~木的！とは． 「首／（;f(krungor mi:iang luang) Jによる rilf同
(hua mi:iang)Jの支配としてとらえられる．”もとより ζの支配が， どの税度まで実質的な効
＊をもちilJたかというIJ閥については．材n:rと時阿との?l!IIJ的距艇の大小がつねに制，m刈：rと
して働いていたという点を考雌しなげればならない．




れたものと考えられている.2) （との典拠として刑いられている主たる史料1ま， 「三印法典Jlζ 
収録されている l(otMot1thianball; the Palatine Law 〔後掲テキスト（C）〕であるJ 問主lま













を軍事的1と駆逐した後，間内統治組織の再il!Iζ着手した0 Muang Phraya Maha Nakhonの廃
止，第1級閃から第4級閑までの，諸国の級別編成法の導入は， ζの王の治摘とされている．”























＼ ｜づ IJ司 お
…瓦Fぷ函~~－一一一一－コτ…ド：弓；－；ぷm
I 1. M. Sawankhalok 2. M. Sukhotl、ai 
司J2級I司 I 3. M. Kamphaeng Phet 4. M. Phetchabun 
I 5. M. Nakhon Ratchaslma 6. M. Tanao 
I 1. M. Phichal 2. M. Phichit 
I 3. M. Nakhon Sawan 4. M. Chanthabun lJ 3級問｜
I 5. M, Chaiy自白 6.M. Phattalung 
I 7. M. Chumphon 
1. M. Phetchaburi 2. M. Chainat 3. M. In (thaburi) 
4. M. Phromburi 5. M. Singburi 6. M. Lopburi 
7. M. Saraburi 8. M. Uthaithani 9. M. Manorom 
10. M. Ang Thong 1. M. Sawankhaburi 12. M. Kanburi 
13. M. Salyok 14. M. Suphanburl 15. M. Sisawat 
河川級悶｜ 此 M.Nakhon Chaisi 17. M. Ratburi 18. M. Chachoengsao 
19. M. Nakhon Nayok 20. M. Prachinburi 21. M. Nonthaburi 
2. M. Tha Chin 23. M. Mae Klong 24. M. Pak Nam 
25. M. Chon 26. M. Pranburi 27. M. Kui 
28. M. Rayong 29. M. Banglamung 30. M. Tha Rong 
31. M. Bua Chum 32. M. Kampran 3. M. Chaibadan 




a. Nakhon Ratchasima 



















Sisallanakhanahulは， 1560年まで LanChang王国の首府であった LuangPrabangの
興祢J”
Tong U は．ピルマの Toungooか，あるいは ChiangSaenの上流約257イルにあった古
包 TangAuのいずれかであると考えられているJ”
Chiang Kral-Chiang Kraがりは LuangPrasoel木アユタヤ年代記略本，小暦900ipの条に
あらわれる一対の国であって W.A. R. Wood はζれを1固と考えピルマ簡 Moulmein地方の
Gyaing IC比定している• U) 




I Khotrabong東北タイ，メコシ河右岸の Nakhonphanomか？ . 21) 
~ Kew Kaew. Wyatt は東北タイの Ubon地方ではなかろうか， との仮説を提出しているが
その様拠は示していない．
南方の朝質問。jongTanah (Uyontana), Malaka, MalayO, Worawariの4カ固につい
て， G.E. Geriniはかつてつぎのような比定を行なった.25) 
(1) Ojong Tanah : Johor 
(2) Maalaka : Malacca 
(3) Malaya : Malaya河沿岸地方．凶方 Johorlζ接する地域．
(4) Worawari : 比定困1ft.おそら〈は Malacca南方の Mora-muarすなわち Muarで
あろう．
以上のうち， Malaccaについては． Luang Prasoet木，小！匡8171手（A.D. 1455/56）の条
Iζ．「'.if(勢を＊いて＇ "7ラーカーを攻略すJとあるととろから，本テキストの成立を14681ドと
すれば， Geriniの比定は説得的となる．しかし，の乙りの 3カ固については，今日なお確実 a
な比定がなされるには至っていない．
